
GIGA 参観日
in 岡山県

2024 年 11 月、県立高梁高等学校で GIGA 参観日を実施した岡山
県。県立高校における教育の情報化（ ICT 活用と校務の DX 化の推
進など）を担当されている同県教育委員会の伊藤稔文さんに、GIGA 

参観日の開催のねらいや、影響についてお話をうかがいました。

目指す未来像と開催のねらい

「県内における ICT 活用の格差をなくしたい」

開催して得られたこと

「ICT 活用において学校や先生間の連携の重要性に気づけた」
「GIGA 参観日開催にあたっては、岡山県立高梁高等学校の先生方が大
変意欲的に協力してくださいました。同校は以前からグランドデザイン
（長期的な目標や計画）の中で ICT 活用を高く位置づけ、生徒の力を伸
ばすことを第一に ICT 活用に取り組んでいます。端末やクラウド、 Google

Workspace for Education の活用について事前にしっかり検討いただ
き、有意義な授業を行うことができました。GIGA 参観日で効果的だった
と感じた取り組みは、授業の前に『端末活用においてどんな工夫をして
いるか』を学校側から 1 時間ほど説明したことです。あらかじめ参加者に
理解していただいた方がより鋭い視点で参観できるのではないかという
狙いが、功を奏したと思います。実際、授業の後に行った研究協議は大
変盛況で、多くの感想や意見が飛び交いました。

なかでも小学校、中学校の先
生方に、高校の ICT 活用の現
場を見ていただく貴重な機
会になったと感じています。
『自分たちが送り出した生徒
が、端末を活用しながら授業
に臨んでいる様子を初めて
見ることができてよかった』と
いう感想が印象に残っています。 これからの ICT 活用においては、 小中
高の学校間や先生同士の連携の重要性を改めて感じ、今後に活かして
いきたいと思います。」

「岡山県教育委員会では、2023 年度に   ICT 活用の指針として『おかや
ま学校教育情報化推進計画』を策定し、目標達成に向けさまざまな施策
を実施しています。 2024 年度には全ての県立高校（定時制を除く）が生
徒 1 人 1 台端末を活用した学びを進めています。また、全生徒を対象と
したアンケート調査によると、8 割を超える生徒が 1 日 1 時間は授業で
端末を活用しており、先生や生徒が端末及びクラウドを活用した授業に
日常的に取り組むという目的は達成しつつあると考えております。しか
し、活用が進む一方、学校間や教員間の ICT活用に差が広がりつつある
と懸念を感じていました。
そんな中、 ICT 活用が進んでいる岡山県立高梁高等学校での GIGA 参
観日開催の機会をいただきました。さまざまな教職員が GIGA参観日
に参加し、授業や講演から多くの学びを得て自校に持ち帰れば、 ICT 活

用が広く推進されるのではな
いかと期待しました。また、 

ICT 活用によって生徒たちの
資質・能力を伸ばすという教
科指導の本質や、これからの
先進教育の捉え方なども学
べる、またとないチャンスだ
と思いチャレンジしました。 
GIGA 参観日を高校で開催するのは初めてだと知り、最初は少し不安も
ありましたが、 Google の方から、これまで小学校と中学校で GIGA 参
観日を行った際の情報をたくさん提供していただきました。おかげで内
容をよく理解した上で進めることができ、大変ありがたかったです。」

GIGA 参観日とは？
授業参観や授業実践者との交流、講演・教育委員会からの事
例共有等を通じて、 ICT 活用、GIGA の先にある学びを考え
る機会です。Google for Education パートナー自治体プロ
グラムに参画する全国の ICT 活用推進をリードする自治体に
よって主催されています。

岡山県教育庁高校教育課
教育情報化推進室
指導主事（副参事）
伊藤 稔文 氏

お問い合わせはこちら

GIGA 参観日運営事務局　gfe-giga-day@googlegroups.com
今後の各地での開催スケジュールはこちら

開催日： 2024 年 11 月 21 日   参加者数：51 人

有識者の方の講演を通して、まだ手探りだった AI などの
「先進教育の指針」を得られた

ICT 活用のさまざまな課題を持った小中高の教員が集まり、
世代の壁を越え、多くの意見や交流が生まれた


